
二
年

ス
テ
ッ
プ
２言

葉
の
学
習

号

名

組

番

氏

１

森
さ
ん
は
、
「
似
た
意
味
の
言
葉
調
べ
」
の
学
習
で
、
移
動
の
意
味
を
表
す
「
走
行
す
る
」
と
「
走
る
」

と
い
う
言
葉
を
比
べ
、
メ
モ
に
取
り
ま
し
た
。

の
中
に
入
る
も
の
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
あ
と
の
１
～
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
メ
モ
の
一
部
】

「
走
行
す
る
」
と
「
走
る
」
を
比
べ
て

●
分
か
っ
た
こ
と

◆
自
動
車
が
主
語
の
と
き
、
「
走
行
す
る
」
も
「
走
る
」
も
使
う
。

（
例
）
「
自
動
車
が
、
走
行
す
る
。
」
（
○
）

（
例
）
「
自
動
車
が
、
走
る
。
」
（
○
）

◆
人
間
が
主
語
の
と
き
、「
走
行
す
る
」
は
使
わ
な
い
が
、「
走
る
」
は
使
う
。

（
例
）
「
山
下
さ
ん
が
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
走
行
す
る
。
」
（
×
）

（
例
）
「
山
下
さ
ん
が
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
走
る
。
」
（
○
）

●
ま
と
め

■
「
走
行
す
る
」
は
、
「
走
る
」
と
比
べ
る
と

と
考
え
た
。

■

「
走
行
す
る
」
は
、
「
走
る
」
と
比
べ
る
と
、

１

使
い
方
の
範
囲
が
完
全
に
同
じ
で
、
い
つ
も
置
き
か
え
て
使
え
る

２

使
い
方
の
範
囲
が
広
く
、
人
間
が
走
る
場
合
に
も
使
え
る

３

使
い
方
の
範
囲
が
重
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
使
う

４

使
い
方
の
範
囲
が
せ
ま
く
、
人
間
が
走
る
場
合
に
は
使
え
な
い

と
考
え
た
。

答解

３



２

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
文
中
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な

さ
い
。

①

世
界
イ
サ
ン
を
見
学
す
る
。

（

）

②

ジ
シ
ャ
ク
を
使
っ
て
方
位
を
調
べ
る
。

（

）

③

燃
料
を
オ
ギ
ナ
う
。

（

）

３

次
の
①
の
文
を
、
意
味
は
変
え
ず
に
「
私
」
を
主
語
に
し
た
文
に

書
き
換
え
る
と
、
「
祖
母
が
」
、
「
頼
ん
だ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。
②
の
文
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な

さ
い
。

①

祖
母
が
私
に
庭
の
草
取
り
を
頼
ん
だ
。

②

私
は
祖
母

Ａ

庭
の
草
取
り
を

Ｂ

。

（

）

（

）

４

次
の
ア
・
イ
の
文
で
は
、
（

）
の
中
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
切
で
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。

ア

会
議
で
決
を
（

１

執
る

２

撮
る

３

捕
る

４

採
る

）
。

イ

参
観
日
に
は
父
が
学
校
へ
来
る
と

（

１

申
し
て

２

お
っ
し
ゃ
っ
て

３

話
さ
れ
て

４

申
さ
れ
て

）

お
り
ま
し
た
。


